
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景

（12）

－

海
を
渡
っ
た
燈
籠
た
ち
（
中－

２
）－

『
立
志
実
伝
大
倉
喜
八
郎
』
（
尾
立
維
孝

二
松
学
舎
出
版
部1925

年
）
の
中
で
大
倉

喜
八
郎
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
払
い
下
げ
に
な
っ
た
芝
の
霊
廟
の
う
ち
桂
昌
院
の
も
の
を
譲

り
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
前
に
書
き
ま
し
た
。
伊
坂
道
子
氏
は
清
揚
院
霊
廟
の
解
体
を

明
治
二
十
三
年
頃
と
し
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
と
し

て
海
を
渡
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

一
方
『
稿
本

大
倉
喜
八
郎
年
譜
』
（
東
京
経
済
大
学
史
料
委
員
会
編2011

年
）
に
は

明
治
元
年
の
項
に

こ
の
頃
か
芝
増
上
寺
の
桂
昌
院
廟(

御
霊
屋
、
仏
壇
の
こ
と)

を
、
払
下
げ
を
う
け
た
オ

ラ
ン
ダ
人
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
無
理
し
て
譲
り
う
け
る(

の
ち
に
大
倉
美
術
館
内
に
移
築

す
る
、
小
さ
く
て
も
日
光
東
照
宮
以
上
の
華
麗
さ
を
目
ざ
し
て
作
ら
れ
た
徳
川
５
代
将

軍
綱
吉
の
生
母
の
廟
で
あ
り
、
借
金
ま
で
し
て
入
手
す
る
。

石
黒
忠
悳
の
述
懐
で
は
こ
の
こ
と
は

年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
誤
り
と
思
わ
れ

77

る)

。
外
国
流
出
を
恐
れ
て
、
豊
臣
秀
吉
の
桃
山
御
殿
の
太
閤
謁
見
の
間(

上
段
の
間
、

桃
山
時
代
の
建
築
の
粋
を
集
め
た
も
の)

な
ど
も
買
い
取
る
。
『
興
歌
の
味
わ
い
』

214-215

、
「
鶴
友8

」550

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
譜
の
作
者
が
「
オ
ラ
ン
ダ
人
シ

ー
ボ
ル
ト
」
を
誰
の
こ
と
と
し
て
書
い
て
い
る
か
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
私
た
ち
が
良

く
知
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト(

一
七
九
六
年
二
月
一
七
日

～
一
八
六
六
年
十
月
十
八
日
）
を
指
し
て
い
る
な
ら
、
彼
は
既
に
慶
応
二
年(

一
八
六
六

年)

に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
亡

く
な
っ
て
い
て
、
大
倉
喜

八
郎
の
需
に
応
じ
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
。

伊
坂
道
子
氏
が
紹
介
す

る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ

ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（
小
シ

ー
ボ
ル
ト

一
八
五
二
年

七
月
二
一
日

～
一
九
〇

写真１ Hv シーボルト明治 30 年頃
「鳴滝紀要」創刊号より

八
年
八
月
十
一
日
）
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（
大
シ
ー

ボ
ル
ト
）
の
次
男
で
す
が
、
彼
が
兄
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
と
共
に
初
め
て
日
本
に
来
る
の
は
、

明
治
二
年
の
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
芝
霊
廟
の
払
い
下
げ
の
時
期
を
明
治
元
年
と
す
る
の

は
誤
り
で
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
日
本
国
内
で
そ
れ
な
り
の
人
脈
を
作
り
上
げ
て
以
降
の
こ

と
に
な
り
ま
す
。

大
倉
喜
八
郎
は
明
治
五
年
七
月
四
日
に
欧
米
経
済
事
情
の
視
察
に
出
発
し
ま
す
。
明
治

四
年
十
一
月
に
先
発
し
た
岩
倉
使
節
団
に
、
明
治
六
年
パ
リ
、
ロ
ー
マ
で
接
触
し
、
そ
の

後
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
を
視
察
し
ま
す
。

一
方
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
明
治
五
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
の
現
地
（
日
本
）
採
用
の

通
訳
官
と
な
り
、
兄
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
関
与
し
て
い
た
ウ
イ
ー
ン
万
博
の
仕
事
に
も
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ハ
ン
ス
・
ケ
ス
ナ
ー
の
『
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
伝
』
（
竹
内
精
一
訳1974

年
創
造
社
）

に
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
で
の
仕
事
ぶ
り
を
次
の
様
に
記
し
て
い
ま
す
。

一
八
七
三
年
一
月
下
旬
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
七
百
ト
ン
の
陳
列

品
を
積
載
し
た
フ
ラ
ン
ス
汽
船
「
フ
ァ
ー
ズ
」
号
で
ト
リ
エ
ス
テ
に
向
い
出
帆
し
た
、

「
日
本
政
府
は
余
が
上
記
の
政
府
の
希
望
に
よ
り
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
万
国
博
委
員
の

他
に
若
干
の
日
本
の
商
人
と
工
芸
家
と
職
人
を
こ
の
汽
船
で
、
し
か
も
官
費
で
一
緒
に

ウ
ィ
ー
ン
に
派
遣
す
る
こ
と
を
思
付
き
ま
し
た
。
こ
の
思
付
き
は
ま
こ
と
に
結
構
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
先
ず
第
一
に
万
博
の
仕
事
に
従
事
し
ま
す
が
し
か
し
そ
れ
か
ら
同
地

で
学
び
か
つ
見
聞
し
た
も
の
を
日
本
で
利
用
す
る
目
的
を
も
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
種
々
の
店
舗
、
美
術
学
校
、
作
業
場
等
々
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
派
遣
は
ー
後
日
実
証
さ
れ
た
よ
う
に
ー
極
め
て
良
い
成
果
を
伴
い
ま

し
た
。
そ
し
て
今
日
（
一
九
〇
八
年
）
日
本
に
お
い
て
、
そ
の
創
立
が
こ
の
時
点
に
遡

及
出
来
る
幾
多
の
事
業
が
あ
り
ま
す
」

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
彼
の
上
司
弁
理
公
使
フ
ォ

ン
・
カ
リ
ー
ツ
ェ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
王
国
政
府
に
も
万
端
の
用
意

を
整
え
て
待
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
り
分
け
岩
倉
、
伊
藤
の
指
揮
下
に
あ

っ
た
日
本
の
特
派
使
節
の
滞
在
中
は
そ
う
だ
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
彼
の
回
想
で
「
ウ

ィ
ー
ン
の
日
本
博
覧
会
に
つ
い
て
言
え
ば
、
多
く
の
ウ
ィ
ー
ン
人
は
今
日
も
な
お
円
形

の
建
物
の
東
の
玄
関
に
あ
っ
た
日
本
部
門
と
、
只
一
つ
お
国
流
に
造
園
さ
れ
た
日
本
庭

園
と
さ
さ
や
か
な
神
社
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
万
国
博
の
最
も
魅
力
の
あ

る
見
せ
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
記
し
た
。
フ
ラ
ン
ツ
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
は
シ
ー
ボ
ル
ト

の
功
績
を
嘉
み
し
て
、
一
八
七
三
年
十
月
二
七
日
王
冠
付
き
黄
金
功
労
十
字
章
を
賜
っ

た
。
日
本
の
太
政
大
臣
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
に
対
し
シ
ー
ボ
ル
ト
に
大
い
に
賛
辞



を
呈
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
そ
の
使
命
に
「
熱
心
に
献
心
し
」
万
国
博
委
員
会
に
「
大
い

に
役
立
て
り
」
と
強
調
し
た
。

直
接
の
記
録
で
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
大
倉
喜
八
郎
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
こ
の

ウ
イ
ー
ン
万
博
で
面
識
を
得
る
機
会
が
有
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
『
稿
本

大
倉
喜
八
郎
年
譜
』
は
石
黒
忠
悳
の
霊
廟
の
払
い
下
げ
時
期
が
明
治
十
一

年
頃
で
は
な
い
か
と
い
う
述
懐
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
前
に
紹
介
し
た
明
治
十
七
年
に

陸
軍
参
謀
本
部
が
作
成
し
た
五
千
分
の
一
測
量
図
に
清
揚
院
、
桂
昌
院
の
霊
廟
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
こ
の
時
期
で
も
尚
早
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

海
を
渡
っ
た
清
揚
院
霊
廟
の
部
材
に
つ
い
て
話
を
続
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
材
は
今
ウ

ィ
ー
ン
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
工
芸
美
術
館
」
に
納
め
ら
れ
、
一
九
九
六
年
二
月
一

七
日
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
生
誕
二
〇
〇
年
を
記
念

し
た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の
み
た
日
本
展
」
で
里
帰
り
し
ま
し
た
。

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
工
芸
美
術
館
」
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ン
ガ
ー
氏
は
こ
の
清

揚
院
霊
廟
の
建
築
部
材
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
と
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
里
帰

り
展
の
図
録
に
も
論
考
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
』
に
掲

載
さ
れ
た
「
当
館
所
蔵
の
芝
・
増
上
寺
将
来
徳
川
霊
廟
建
築
物
断
片
に
つ
い
て
」
が
一
番

纏
ま
っ
た
記
述
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
主
要
部
分
を
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

１

作
品
の
収
蔵
と
研
究
の
経
緯

一
連
の
建
築
部
材
が
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
、
他
の
無
数
の
作

品
と
と
も
に
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館(

一
八
七
三
年
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
あ
と
を
う

け
て
設
立
さ
れ
た)

に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
一
八
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は

一
括
し
て
所
蔵
番
号

16326

が
当
て
ら
れ
、
登
録
簿
の
記
載
に
は
、
次
の
よ
う
に
短

く
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

「
東
京
芝
の
寺
よ
り

一
七
八
〇
年
頃
の
寺
院
」

そ
の
記
念
物
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
、
一
九
〇
五
年
、
現
在
の
工
芸
美
術
館
で
の

展
覧
会
「
古
き
日
本
の
芸
術
」
展
の
際
、
初
め
て
こ
れ
ら
の
建
築
部
材
が
展
示
さ
れ

た
。
想
像
を
ま
じ
え
て
各
種
の
部
材
が
組
み
立
て
ら
れ
、
内
部
に
は
、
彫
刻
や
絵
画
、

中
国
絨
毯
や
棕
櫚
の
葉
な
ど
を
使
っ
て
、
さ
ら
に
想
像
力
あ
ふ
れ
る
飾
り
付
け
が
な

さ
れ
た
。

こ
の
展
覧
会
の
た
め
の
カ
タ
ロ
グ
の
記
載
も
、
所
蔵
品
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
あ

ま
り
に
も
情
報
が
少
な
い
。
「
将
軍
の
墓
所
と
芝
の
寺
の
周
り
に
は
一
連
の
小
さ
な
寺

院
が
建
ち
並
び
、
そ
れ
ら
の
寺
院
で
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
日
に
、
将
軍
と
そ
の
夫
人

た
ち
の
供
養
の
た
め
の
法
要
が
催
さ
れ
た
。

外
国
人
が
こ
の
寺
院
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
一
八
六
八
年
の
革
命(

明
治
維
新)

ま
で

禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
革
命
後
、
こ
の
寺
の
一
つ
が
売
り
に
出
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
み

で
あ
る
。

一
九
〇
七
年
に
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
が
閉
館
し
た
後
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
部
分

は
ウ
ィ
ー
ン
国
立
工
芸
美
術
館
に
移
さ
れ
、
そ
の
時
、
こ
れ
ら
の
建
築
部
材
も
当
館

に
収
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
十
九
世
紀
後
半
の
も
の
と
さ
れ
た
ま
ま
、
こ
の
建
造
物

の
年
代
の
割
り
出
し
は
、
そ
れ
以
上
詳
し
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
近
年
、
こ
の
建
造

物
へ
の
関
心
が
復
活
し
、
歴
史
的
資
料
に
基
づ
い
て
そ
の
歴
史
と
意
義
が
再
び
追
跡

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

２

保
存
さ
れ
て
い
る
部
分

保
存
さ
れ
て
い
る
部
分
の
み
で
建
物
全
体
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
く
ま

で
も
、
取
り
壊
さ
れ
た
建
物
の
ご
く
一
部
の
み
が
蒐
集
さ
れ
た
、
と
い
う
印
象
を
受
け

る
。現

在
保
存
さ
れ
て
い
る
部
分
の
な
か
で
中
心
と
な
る
の
は
、
狩
野
派
風
の
唐
獅
子
を

描
い
た
巨
大
な
二
枚
の
板
絵
と
、
重
厚
な
木
製
の
観
音
開
き
の
扉
で
あ
り
、
後
者
は
二

枚
の
大
き
な
扉
と
四
枚
の
小
さ
な
扉
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
表
面
に
は
金
箔
、
裏
面
に
は

赤
と
黒
の
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
扉
に
、
徳
川
家
の
紋
が
入
れ
ら
れ

て
い
る
。

そ
の
他
に
は
、
花
模
様
や
天
女
・
龍
・
鳳
鳳
な
ど
が
浮
彫
や
透
彫
で
表
さ
れ
た
欄
間

や
壁
画
の
飾
り
板
類
が
大
量
に
残
っ
て
い
る
。
枠
木
の
部
分
に
徳
川
家
の
紋
を
入
れ
た

金
具
を
伴
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
後
取
り
は
ず
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
大
量

の
金
具
が
別
の
箱
に
収
め
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
兄
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
共
に
父
の
書
き
残
し
た
膨
大
な
著
述
、
『
日

本
』
の
出
版
に
力
を
尽
く
す
と
共
に
、
自
ら
も
混
乱
期
の
明
治
初
期
の
日
本
の
民
俗
・
絵

画
・
建
築
資
料
を
蒐
集
し
て
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
吉
見
百
穴
の

発
掘
や
モ
ー
ス
と
共
に
大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
に
寄
与
す
る
な
ど
初
期
の
日
本
考
古
学
の

発
展
に
尽
く
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
変
遷
は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ン
ガ
ー
の
詳
細
な

論
考
に
譲
り
ま
す
が
（
「
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
生－

ヴ
ィ
ー
ン
工
芸
美
術
館
の
シ
ー

ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン－

」
『
小
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本
の
考
古
・
民
俗
学
の
黎
明
』

同
成
社2011
年
、
「
ヴ
ィ
ー
ン
の
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
『
黄
昏
の
ト
ク
ガ
ワ

・
ジ
ャ
パ
ン－
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の
見
た
日
本
』N

H
K

ブ
ッ
ク
ス

日
本
放
送
出
版
協

会1998

年
）
こ
こ
で
は
一
九
〇
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
の
東
洋
博
物
館－

貿
易
博
物
館
で
開



催
さ
れ
た
日
本
特
別
展
に
つ
い
て
の

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ン
ガ
ー
の
記

述
を
引
用
し
て
お
き
ま
す
。

ヴ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
最
も
規

模
の
大
き
い
日
本
特
別
展
（
そ
し
て
、

そ
れ
は
現
在
に
至
る
ま
で
最
大
の
も

の
で
あ
る
）
は
ヘ
ン
リ
ー
の
助
言
と

援
助
を
仰
ぎ
つ
つ
、
Ａ
・
フ
ォ
ン
・

ス
カ
ラ
ー
が

1905
(

明
治38

)

年
に
組

織
し
た
も
の
で
あ
る
。
博
物
館
で
は

全
体
の
展
示
変
え
が
行
わ
れ
、
日
本

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
変
わ
っ
た
。
日

本
と
し
て
認
識
さ
れ
た
展
示
物
は
裕

福
性
を
象
徴
す
る
物
で
、
大
量
の
も

の
が
展
示
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
そ

の
特
別
展
を
証
明
す
る
写
真
は
ほ
と

ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
（
中
略
）
開
催

の
年
、1905

(

明
治38

)

年
は
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
が
そ
の
頂
点
に
達
し
た
年

で
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
お
よ
び
模
様
の
フ
ァ
ッ
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
美
術
工
芸
品
専
門
家
を
虜
に
し
た
。
（
「
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
生－

ヴ
ィ
ー

ン
工
芸
美
術
館
の
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン－

」

1905

年
に
は
日
本
の
古
美
術
品
を
中
心
と
し
た
特
別
展"A

usstellung
von

alteren
japanischen

K
unstw

erken"

を
開
催
し
た
が
、
こ
の
特
別
展
の
た
め
に
博
物
館
の
全
展

示
室
を
使
用
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の
展
覧
会
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ

ー
帝
国
の
貴
族
と
企
業
家
、
そ
し
て
フ
ォ
ン
・
ス
カ
ー
ラ
が
以
前
館
長
を
勤
め
て
い
た

貿
易
博
物
館
の
収
蔵
品
の
ほ
か
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
も
出
品
を
依
頼
さ
れ
た
。
な
お
、
貿

易
博
物
館
か
ら
借
用
し
た
資
料
は
以
前
ハ
ィ
ン
リ
ッ
ヒ
か
ら
購
人
し
た
も
の
が
多
い
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の1905

年
に
開
催
さ
れ
た
特
別
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
、
約
半
分
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
展
覧
会
の
図
録
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
男
爵
と

中
目
覺
の
監
修
で
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
幸
い
な
こ
と
に
、

こ
の
図
録
に
よ
っ
て
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が1905

年
の
時
点
で
ま
だ
自
分
で
所
蔵
し
て
い

た
日
本
関
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
お
お
よ
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

写真 2 1905年の日本特別展

だ
残
念
な
点
は
、
こ
の
図
録
が
あ
ま
り
体
系
的
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
「
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン

・
シ
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
『
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の

み
た
日
本
』
図
録
ド
イ
ツ－

日
本
研
究
所1996

年
）

写
真
３
、
４
、
５
は
何
れ
も
前
記
の
図
録
に
掲
載
さ

れ
た
里
帰
り
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
写

真
２
に
従
っ
て
再
構
成
し
た
物
で
す
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ヴ
ィ
ー
ニ
ン
ガ
ー
氏
も
今
に
残
る
大
猷
院
霊
廟
拝
殿
や

写
真
で
残
さ
れ
た
将
軍
家
霊
廟
の
写
真
か
ら
清
揚
院
霊

廟
部
材
の
修
復
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
写
真

６
に
は
現
存
の
大
猷
院
霊
廟
拝
殿
の
唐
獅
子
図
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
狩
野
探
幽
の
描
く
物
で
拝
殿
左
右
に
三

枚
づ
つ
描
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
気
に
な
る
の
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
大

倉
集
古
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
桂
昌
院
霊
牌
所
の
部
材

の
中
に
左
右
一
双
の
唐
獅
子
図
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。

い
ま
写
真
７
に
文
昭
院
霊
廟
拝
殿
と
崇
源
院
霊
牌
所

拝
殿
の
写
真
を
掲
げ
て
み
ま
す
。

文
昭
院
拝
殿
で
は
左
右
に
３
枚
づ
つ
唐
獅
子
図
が
描

か
れ
て
い
ま
す
が
、
崇
源
院
の
拝
殿
正
面
左
右
は
唐
戸

で
そ
も
そ
も
障
壁
画
が
描
か
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
が
判
り
ま
す
。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
木
子
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る
「
増
上
寺
桂
昌
院
御
仏
殿
仕
様
書
」
に
は
桂
昌
院

霊
牌
所
の
拝
殿
の
仕
様
を

一
、
御
仏
殿
・
御
廊
下
・
御
拝
殿
と
も
ニ
唐
戸
槻
ニ
て
溜
塗
、
ま
い
ら
戸

檜
ニ
て
黒

ぬ
り
、
金
物
銅
煮

黒
メ
軽
キ
毛
彫
可
仕
事

一
、
同
所
柱
・
長
押
・
柱
貫
・
陽
せ
り
羽
目
・
組
物
・
切
目
縁
・
高
欄
・
腰
組
共
槻
に

て
可
仕
事

と
書
か
れ
て
い
て
、
桂
昌
院
の
霊
牌
所
も
崇
源
院
霊
牌
所
と
同
じ
く
唐
戸
で
有
る
こ
と
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が
判
り
ま
す
。

元
々
唐
獅
子
は
勇
猛
さ
を
表
す
霊
獣
と
し
て
武
士
に
好
ま
れ
、
霊
廟
の
守
り
神
と
し
て

描
か
れ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
狩
野
永
徳
の
「
唐
獅
子
図
屏
風
」
に
見
ら
れ
る
様
に
安
土

写真 6 現存大猷院拝殿唐獅子図
写真７ 上 文昭院霊廟拝殿

下 崇源院霊牌所拝殿

桃
山
期
以
降
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
う
一
度
大
倉
集
古
館
の
桂
昌
院
遺
物

の
陳
列
写
真
を
見
て
み
ま
す
。
写
真
左
右
に
唐
獅

子
図
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
唐
獅
子
図

は
恐
ら
く
清
揚
院
霊
廟
拝
殿
に
有
っ
た
物
で
、
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
収
蔵
し
ウ
ィ
ー
ン
に
送
っ
た
唐
獅

子
図
と
対
を
な
す
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
現
物
が
な
い
以
上
想
像
の
域
を

出
な
い
の
で
す
が
。

話
を
明
治
三
十
八
年
の
「
日
本
特
別
展
」
に
戻

し
ま
す
。

長
崎
に
あ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
の
刊
行
し
た

『
鳴
滝
紀
要

創
刊
号
』
に
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の

曾
孫
に
当
た
る
関
口
忠
志
氏
が
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
関

係
事
歴
と
い
う
年
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
（
「
関

口
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
史
料
の
研
究(

)

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
関
係
事
歴
お
よ
び
系
譜
の
作
成
）

1

こ
の
事
歴
か
ら
明
治
三
十
八
年
の
「
日
本
特
別
展
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
拾
っ
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。
こ
の
明
治
三
十
八
年
の
事
歴
に
つ
い
て
は
冒
頭
に

（
以
下
滞
欧
中
の
中
目
覚
宛
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
書
翰
に
よ
る
。
）

の
記
述
が
有
り
、
カ
タ
ロ
グ
を
制
作
し
た
中
目
覚
と
言
う
の
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
共
に
滞

欧
中
の
人
間
で
有
る
こ
と
が
判
り
、
さ
ら
に
事
歴
の
注
釈
か
ら
後
の
大
阪
外
語
大
学
の
学

長
と
な
る
中
目
覺
氏
で
有
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

事
歴
の
記
事
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

〇
二
月
九
日
、
ウ
ィ
ー
ン
の
「
日
本
芸
術
展
」
開
催
に
関
与
。
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
殿

下
妃
殿
下
も
観
賞
、
そ
の
案
内
役
を
勤
め
る
。
ま
た
、
日
露
戦
争
の
日
本
軍
の
緒
戦
の

勝
利
に
接
し
、
現
状
下
の
平
和
交
渉
の
む
ず
か
し
さ
と
、
ロ
シ
ア
の
長
期
戦
思
考
を
指

摘
。

〇
二
月
十
七
日
、
ウ
ィ
ー
ン
よ
り
フ
ロ
イ
デ
ン
ス
タ
イ
ン
の
居
城
に
も
ど
る
。
「
日
本

芸
術
展
」
は
三
月
二
十
六
日
ま
で
延
長
。
カ
タ
ロ
グ
は
未
だ
発
行
さ
れ
な
い
が
、
近

々
出
来
る
こ
と
。
日
本
に
関
す
る
新
聞
報
道
〔
日
露
戦
争
の
こ
と
な
ど)

論
説
を
チ

ロ
ル
か
ら
、
中
目
覚(

後
の
大
阪
外
語
大
学
長)

宛
に
発
送
。

〇
三
月
三
十
一
日
、
「
日
本
芸
術
展
」
終
了
と
そ
の
成
果
を
喜
ぶ
。
四
月
二
日
よ
り
二

写真８ 大倉集古館絵葉書 桂昌院仏殿



週
間
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
。
「
全
世
界
が
勇
敢
な
日
本
軍
の
勝
利
に
驚
き
、
ウ
ィ
ー
ン
社

交
会
も
彼
の
予
告
を
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
述
べ
る
。

こ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
日
本
軍
の
勝
利
」
は
明
治
三
十
七
・
三
十
八
年
の
戦
役

い
わ
ゆ
る
日
露
戦
争
の
こ
と
で
す
。
五
月
二
十
七
日
の
日
本
海
海
戦
は
も
う
目
の
前
に
あ

り
ま
す
。

セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
講
和
勧
告
が
六
月
、
十
月
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
締
結

を
受
け
、
ロ
シ
ア
は
革
命
の
時
代
に
突
入
し
ま
す
。
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
（1868

～1918

年
）
は
一
九
一
八
年
に
家
族
共
々
虐
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ま
だ
先

の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
ロ
シ
ア
に
果
敢
に
挑
み
か
か
っ
た
日
本
と
い
う
国
、
そ

の
不
可
思
議
な
国
の
国
民
性
を
支
え
て
い
た
異
質
の
文
化
に
、
好
奇
な
目
を
向
け
始
め
た

明
治
三
八
年
の
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
、
十
五
年
ほ
ど
時
計
の
針
を
巻
き
戻
し
て
皇
太
子
で
有
っ

た
ニ
コ
ラ
イ
が
出
会
っ
た
事
件
に
ま
で
立
ち
返
る
こ
と
に
し
ま
す
。

明
治
二
十
四
年(

一
八
九
一
）
五
月
一
一
日

「
人
力
車
で
同
じ
道
を
通
っ
て
帰
途
に
つ
き
、
道
の
両
側
に
群
衆
が
並
ん
で
い
た
狭
い

道
路
を
左
折
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
右
の
顳
顬
に
強
い
衝
撃
を
感
じ
た
。
振
り
返
る

と
、
胸
の
悪
く
な
る
よ
う
な
醜
い
顔
を
し
た
巡
査
が
、
両
手
で
サ
ー
ベ
ル
を
握
っ
て
再

び
切
り
づ
け
て
き
た
。

と
っ
さ
に
『
貴
様
、
何
を
す
る
の
か
』
と
怒
鳴
り
な
が
ら
人
力
車
か
ら
舗
装
道
路
に

飛
び
降
り
た
。
変
質
者
は
私
を
追
い
か
け
た
、
だ
れ
も
こ
の
男
を
阻
止
し
よ
う
と
し
な

い
の
で
、
私
は
出
血
し
て
い
る
傷
口
を
手
で
押
さ
え
な
が
ら
一
目
散
に
逃
げ
出
し
た
。

群
衆
の
な
か
に
隠
れ
た
か
っ
た
が
、
不
可
能
だ
っ
た
。
日
本
人
自
身
が
混
乱
状
態
に
陥

り
、
四
散
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
走
り
な
が
ら
も
う
一
度
振
り
返
る
と
、
私
を
追
い

か
け
て
い
る
巡
査
の
後
か
ら
、
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
が
追
跡
し
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。

六
十
歩
ほ
ど
走
っ
て
か
ら
、
小
路
の
角
に
止
ま
り
、
後
を
振
り
返
る
と
、
有
り
難
い
こ

と
に
す
べ
て
が
終
わ
っ
て
い
た
命
の
恩
人
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
が
竹
の
杖
の
一
撃
で
変
質
者

を
倒
し
て
い
た
。
私
が
そ
の
場
所
に
近
づ
い
て
い
く
と
、
私
た
ち
の
人
力
車
夫
と
数
人

の
警
官
が
変
質
者
の
両
足
を
引
っ
張
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
三
人
は
サ
ー
ベ
ル
で
変

質
者
の
首
筋
に
切
り
つ
け
て
い
た
、

す
べ
て
の
人
が
茫
然
自
失
し
て
い
た
。
私
に
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス

と
私
と
あ
の
狂
信
者
だ
け
が
街
頭
に
取
り
残
さ
れ
、
群
衆
の
だ
れ
一
人
と
し
て
私
を
助

け
る
た
め
に
駆
け
つ
け
、
巡
査
を
阻
止
し
な
か
っ
た
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
随
行

員
の
だ
れ
一
人
と
し
て
助
け
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
は
わ
か
る
。
な
ぜ
な

ら
人
力
車
で
長
い
行
列
を
つ
く
っ
て
行
進
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
有
栖
川
宮
殿
下
で

さ
え
も
、
三
番
目
で
あ
っ
た
の
で
何
も
見
え
な
か
っ
た
。

私
は
、
彼
ら
す
べ
て
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
と
、
で
き
る
だ
け
長
い
間
、
立

っ
た
ま
ま
で
い
た
。
侍
医
の
ラ
ム
バ
ク
が
最
初
の
手
当
て
を
し
て
く
れ
た
。
包
帯
を
し

て
止
血
し
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
人
力
車
に
乗
っ
た
す
べ
て
の
人
が
私
を
取
り
囲
み
、
前

と
同
じ
足
取
り
で
元
の
県
庁
に
向
か
っ
た
。

有
栖
川
宮
殿
下
そ
の
他
日
本
人
の
茫
然
と
し
た
顔
を
見
る
の
は
つ
ら
か
っ
た
。
街
頭

の
民
衆
は
私
を
感
動
さ
せ
た
。
申
し
わ
け
な
い
と
い
う
印
に
脆
い
て
合
掌
し
そ
い
た
の

だ
。
県
庁
で
本
当
の
手
当
て
を
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
京
都
か
ら
の
列
車
の
到
着
を
待

つ
間
、
ソ
フ
ァ
に
横
に
な
っ
て
い
た
。
何
よ
り
も
私
は
、
愛
す
る
パ
パ
と
マ
マ
を
心
配

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
ど
う
い
う
電
文
を
書
い
た
ら
い
い
か
、
思
い

悩
ん
だ

明
治
二
十
四
年(

一
八
九
一
）
五
月
一
一
日
、
日
本
を
親
善
訪
問
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子

ニ
コ
ラ
イ
は
、
訪
問
先
の
滋
賀
県
大
津
か
ら
京
都
へ
の
帰
途
、
警
備
に
駆
り
出
さ
れ
て
い

た
滋
賀
県
巡
査
津
田
三
蔵
に
サ
ー
ベ
ル
で
傷
つ
け
ら
れ
額
に
傷
を
負
わ
さ
れ
ま
す
。
世
に

言
う
大
津
事
件
で
す
。
記
述
は
ニ
コ
ラ
イ
本
人
が
書
き
綴
っ
て
い
た
日
記
の
当
日
の
記
録

で
す
。
（
保
田
孝
一
『
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
日
記
』
講
談
社
学
術
文
庫

2009

年)

上
智
大
学
の
上
野
俊
彦
教
授
は
「
ロ
シ
ア
政
治
・
外
交A

-1

」
と
い
う
講
座
の
レ
ジ
ュ

メ
中
で
、
大
津
事
件
後
に
日
本
の
政
府
や
国
民
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
見

舞
い
品
に
つ
い
て
次
の
様
な
注
釈
を
書
い
て
い
ま
す
。

大
国
ロ
シ
ア
の
皇
族
を
日
本
の
警
察
官
が
襲
う
と
い
う
前
代
未
聞
の
こ
の
事
件
で
、

国
内
は
騒
然
と
な
っ
た
が
、
天
皇
の
見
舞
い
を
皮
切
り
に
、
日
本
全
国
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
見
舞
い
品
が
ニ
コ
ラ
イ
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。
京
都
で
は
、
川
島
織
物
の
川

島
甚
兵
衛
が
謝
罪
の
気
持
ち
を
込
め
て

、
双
頭
の
鷲(

ロ
シ
ア
皇
室
の
紋
章)

と
菊
の

紋
章(

日
本
の
皇
室
の
紋
章)

が
描
か
れ
た
縁
取
り
の
あ
る
、
「
犬
追
物
」
の
図
柄
の
、

畳
６
畳
敷
き
ほ
ど
の
大
き
さ
の
綴
織
壁
掛
を
寄
贈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
美
術
館
に
現
存
し
て
お
り
、
職
人
が
７
人
が
か
り
で
一
年
半
の
歳
月
を
か
け
て
制
作

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
川
島
は
等
身
大
の
舞
妓
人
形
も
贈
っ
た
と
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
綴
織
壁
掛
は
美
術
品
と
し
て
見
て
も
見
事
な
作
品
で
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
川
島
織
物
は
ロ
シ
ア
皇
室
御
用
達
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
寺
院
の
灯
篭
が
一

対
贈
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
徳
川
ゆ
か
り
の
東
京
の
増
上
寺
清
揚
院
殿
の
も
の
と
言
わ
れ

て
い
る
。



こ
こ
で
上
野
俊
彦
氏
は
、
保
田
孝
一
氏
の
『
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
日
記
』
の
原
著
書
に
は

な
い
清
揚
院
燈
籠
の
記
述
を
加
え
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
出
典
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
燈
籠
と
思
わ
れ
る
清
揚
院
の
銅
燈
籠
は
、
奇
し
く
も
保
田
孝
一

氏
が
執
念
を
以
て
追
い
か
け
た
川
島
織
物
の
「
綴
錦
犬
追
物
壁
掛
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

ロ
シ
ア
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
銅
燈
籠
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
一
日
に
テ
レ
ビ
東
京
で
放
映
さ
れ
た
「
エ
ル

タ
ー
ジ
ュ
の
秘
宝
が
明
か
す
最
後
の
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
２
世
と
日
本
」
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
監
修
者
は
保
田
孝
一
氏
で
す
。

番
組
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
銅
燈
籠
は
一
対
。
竿
に
は

奉
獻

清
揚
院
源
公
霊
廟
前
庭

銅
燈
臺
貳
樹

寶
永
七
年
庚
寅
九
月
十
四
日

の
銘
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

銘
の
記
載
方
法
は
、
今
ま
で

私
た
ち
が
考
察
し
て
き
た
書

き
様
と
は
少
し
違
っ
て
い
る

様
に
見
え
ま
す
。
御
三
家
の
奉
献
燈
籠
は
残
っ
て

い
る
も
の
が
少
な
い
の
で
、
単
純
な
比
較
は
出
来

な
い
の
で
す
が
、
上
野
東
照
宮
で
は

奉
獻
銅
檠
兩
株

（
尾
張
）

奉
獻
銅
燈
籠
兩
基
（
水
戸
）

奉
獻
銅
燭
檠
二
本

（
紀
伊
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
但
し
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
日
光

山
大
猷
院
廟
の
御
三
家
燈
籠
の
銘
は
、

奉
獻
銅
燈
籠
兩
基

に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
物
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
『
書
禮
秘
傳
式
』

（
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
は
「
曽
我
流

同

か
ね
燈
籠
銘
書
様
之
事
」
と
し
て
次
の
様
な
銘
が

写真 9 エルミタージュ美術館の清揚
院の銅燈籠(テレビ東京番組より)

写真 10エルミタージュ美術館の清揚院の
銅燈籠(テレビ東京番組より)

例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

奉
獻

銅
燭
檠

二
柱

武
州
東
叡
山

大
猷
院
殿

慶
安
四
辛
卯
年
十
二
月
廿
日

尾
張
國
主

参
議
従
三
位
兼
行
右
近
衛
中
将
源
朝
臣
光
義

『
書
禮
秘
傳
式
』
に
は
、
厳
有
院
廟
の
例
示
と
し
て

奉
獻
銅
燭
檠
二
柱

（
尾
張
）

と
い
う
銘
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

曽
我
流
の
書
札
礼
は
、
江
戸
幕
府
の
公
式
な
書
札
礼
式
で
、
徳
川
家
康
が
室
町
幕
府
の

故
実
に
詳
し
い
曽
我
尚
祐(1557

～1625
)

を
招
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
に
は

慶
長
五
年
の
冬
め
さ
れ
て
駿
府
に
至
り
、
東
照
宮
に
拜
謁
す
。
こ
の
と
き
公
方
家
の

法
式
を
問
せ
ら
れ
、
故
實
等
所
用
せ
ら
る
べ
き
に
よ
り
、
江
戸
に
い
た
り
勤
仕
す
べ
き

む
ね
お
ほ
せ
を
か
う
ぶ
り
、
采
地
千
石
を
た
ま
ふ
。
六
年
よ
り
台
徳
院
殿
に
奉
仕
し
、

常
に
御
夜
詰
に
候
す
。
尚
祐
か
つ
て
よ
り
足
の
疾
あ
る
が
ゆ
へ
に
、
營
に
の
ぼ
る
毎
に

乘
輿
し
て
平
川
口
よ
り
御
臺
所
の
ほ
と
り
に
至
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
る
。
寛
永
三
年
二
月

十
日
死
す
。

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
曽
我
流
の
書
札
礼
は
、
そ
の
後
曽
我
丹
波
守
古
祐(1596

～

1658
)

に
伝
え
ら
れ
、
家
光
の
命
に
よ
り
右
筆
の
久
保
吉
右
衞
門
正
元
（
正
之
）
に
受
け

継
が
れ
ま
す
。
久
保
吉
右
衞
門
正
元
は(1600

～1678
)

、
書
札
法
名
式
三
冊
、
書
札
略

法
三
冊
、
書
札
心
得
書
二
冊
を
著
し
て
い
ま
す
。

燈
籠
銘
に
戻
り
ま
す
。

清
揚
院
改
葬
後
の
例
で
は
有
章
院
廟
に

奉
獻
銅
燈
籠
兩
基

（
紀
伊
）

奉
獻
銅
燈
籠
兩
基

（
尾
張
）

淳
信
院
廟
に

奉
獻

淳
信
源
公
霊
廟
前
庭

銅
燈
臺
貳
樹

（
水
戸
）

コ

ノ

ア

キ
口傳



浚
明
院
廟
に

奉
獻
銅
燈
籠
兩
基

（
紀
伊
）

と
刻
銘
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
三
家
に
次
ぐ
家
格
の
前
田
、
会
津
松
平
家
で
も
文
昭
院

廟
に
「
奉
獻
銅
燈
臺
兩
基
」
と
刻
銘
し
た
銅
燈
籠
を
奉
献
し
て
い
ま
す
。

石
燈
籠
の
銘
と
し
て
は
、
文
昭
院
廟
に

石
燈
臺
壹
樹

(
常
陸
宍
戸
藩

水
戸
）

惇
信
院
廟
に

石
燈
臺
壹
樹

(

常
陸
宍
戸
藩

水
戸
）

文
恭
院
廟
に

石
燈
壹
樹

(

常
陸
宍
戸
藩

水
戸
）

と
有
り
ま
す
の
で
、
水
戸
藩
の
支
藩
で
あ
っ
た
常
陸
宍
戸
藩
で
は
、
代
々
将
軍
家
奉
献

燈
籠
の
基
数
を
「
樹
」
で
表
す
の
を
仕
来
り
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

清
揚
院
は
延
宝
六
年
九
月
十
四
日
に
亡
く
な
り
、
宝
永
二
年
四
月
十
四
日
に
傳
通
院
か

ら
増
上
寺
に
改
葬
さ
れ
た
こ
と
は
前
に
書
き
ま
し
た
。
こ
の
銘
に
あ
る
「
寶
永
七
年
庚
寅

九
月
十
四
日
」
と
い
う
の
は
、
清
揚
院
の
三
十
三
回
忌
に
当
た
り
ま
す
。

清
揚
院
の
奉
献
燈
籠
の
う
ち
、
石
燈
籠
は
三
十
四
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

宝
永
二
年
十
月
十
四
日
銘
の
石
燈
籠
が
十
二
基
、
宝
永
七
年
九
月
十
四
日
銘
の
石
燈
籠
が

二
十
二
基
に
な
り
ま
す
。

宝
永
二
年
増
上
寺
改
葬
時
に
奉
献
さ
れ
た
石
燈
籠
の
銘
の
一
つ
を
掲
げ
て
み
ま
す
。

松
平
（
大
河
内
）
輝
貞
は
こ
の
時
期
側
用
人
の
職
に
あ
り
ま
す
。
宝
永
二
年
銘
の
石
燈

籠
十
二
基
は
す
べ
て
「
石
燈
臺
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
字
配
り
は
将
軍
廟
に
奉

献
さ
れ
た
石
燈
籠
の
銘
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
く
改
葬
さ
れ
た
家
宣
生
母
長
昌
院
の
石
燈
籠
の
う
ち
宝
永
二
年
銘
の
も
の
は
三
基

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
「
石
燈
臺
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
時
期
増
上
寺
に
墓
所
が
営
ま
れ
た
桂
昌
院
の
霊
牌
所
に
松
平
輝
貞
が
献
納
し
た
石

燈
籠
の
銘
は
次
の
様
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
書
き
様
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
言
え
ま
す
。

因
み
に
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
桂
昌
院
奉
獻
石
燈
籠
は
十
八
大
名
寄
合
一
名
で

奉
獻
石
燈
臺
兩
基

增
上
寺

清
揚
院
殿

尊
前

寶
永
二
乙

年
十
月
十
四
日

酉

從
四
位
下
侍
従
兼
右
京
大
夫
高
崎
城
主

松
平
輝
貞

二
十
八
基
。
す
べ
て
「
石
燈
臺
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

宝
永
七
年
の
清
揚
院
三
十
三
回
忌
に
献
納
さ
れ
た
石
燈
籠
の
銘
を
次
に
掲
げ
て
み
ま

す
。土

屋
政
直
は
宝
永
二
年
、
七
年
当
時
老
中
の
職
に
あ
り
ま
す
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
二
十
二
基
の
う
ち
、
「
石
燈
臺
」
が
十
一
基
、
「
石
燈
籠
」
が
十
基
、
剥
落
に
よ
る
不

明
が
一
基
と
な
り
ま
す
。

長
昌
院
の
場
合
に
は
正
徳
三
年
の
五
十
回
忌
に
奉
献
さ
れ
た
石
燈
籠
が
八
大
名
十
二

基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
「
石
燈
籠
」
と
記
銘
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
宝
永
二
年
に
清
揚
院
、
長
昌
院
、
桂
昌
院
の
霊
廟
が
営
ま
れ
た
時
に
は
、

将
軍
生
夫
・
生
母
に
対
す
る
燈
籠
銘
に
は
「
石
燈
臺
」
と
刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
に
、
宝
永
七
年
以
降
は
「
石
燈
籠
」
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
辺
り
の
事
情
を
『
鈴
木
修
理
日
記
』
か
ら
少
し
整
理
し
て
み
ま
す
。

十
月
二
日

壬
辰

晴

一
辰
后
刻
登
城
、
対
馬
守
殿
懸
御
目
候
処
、
此
度
指
上
候
石
灯
籠
之
義
、
高
巌
院
様

方
御
石
灯
籠
之
銘
書
付
指
上
候
様
ニ
と
被
仰
渡
、
退
出
。

十
月
三
日

癸
巳

晴

一
巳
刻
登
城
、
稲
垣
対
馬
守
殿
ニ
懸
御
目
、
高
巌
院
様
御
石
灯
籠
銘
文
弐
枚
懸
御
目
、

八
ッ
過
迄
罷
在
候
処
、
明
日
罷
出
候
様
被
仰
、
退
出
、
夫
ゟ
直
ニ
増
上
寺
江
出
ル
、

清
揚
院
様
明
日
御
改
葬
ニ
付
、
場
所
見
廻
り
、
夫
ゟ
桂
昌
院
様
場
所
見
廻
り
、
申

奉
獻
石
燈
臺
兩
基

增
上
寺

清
揚
院
殿

尊
前

寶
永
七

年
九
月
十
四
日

甲
寅

從
四
位
下
侍
従
兼
相
模
守
土
浦
城
主

土
屋
政
直

奉
獻
石
燈
臺
兩
基

增
上
寺

桂
昌
院
殿

尊
前

寶
永
二
乙

年
六
月
二
十
二
日

酉

從
四
位
下
侍
従
兼
右
京
大
夫
高
崎
城
主
松
平
輝
貞



后
刻
帰
ル
。

十
月
五
日

乙

未
晴

一
巳
刻
登
城
、
対
馬
守
殿
ニ
懸
御
目
候
処
、
左
之
書
付
御
渡
、
銘
書
之
義
ハ
蜷
川
彦

左
衛
門
江
被
仰
付
候
間
、
申
合
候
様
ニ
と
被
仰
、
則
御
引
合
申
談
。

宝
永
二
年
十
月
二
日
か
ら
五
日
の
書
き
抜
き
で
す
。
若
年
寄
の
稲
垣
對
馬
守
重
富(1673

～1710
)

か
ら
延
宝
四
年
に
亡
く
な
り
寛
永
寺
に
霊
牌
所
を
営
ん
で
い
た
高
厳
院
に
献
納

さ
れ
た
石
燈
籠
の
銘
に
つ
き
書
き
出
し
提
出
す
る
様
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

高
厳
院(1640

～1676
)

は
徳
川
家
綱
の
正
室
で
、
伏
見
宮
貞
清
親
王
の
第
三
王
女
の

顕
子
女
王
で
す
。
家
綱
の
生
母
は
宝
樹
院
お
楽
の
方(1612

～1653
)

で
同
じ
く
寛
永
寺

に
霊
廟
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
直
近
の
高
厳
院
の
燈
籠
銘
の
書
き
出
し
が
求
め
ら
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
修
理
は
、
稲
垣
對
馬
守
に
高
厳
院
石
燈
籠
の
銘
文
二
枚
を
提
出
し
復
命
し
ま
す
。

五
日
登
城
し
た
際
に
は
、
稲
垣
對
馬
守
か
ら
燈
籠
銘
文
は
蜷
川
彦
左
衛
門
に
渡
し
て
あ
る

の
で
、
彦
左
衛
門
と
相
談
す
る
様
に
言
わ
れ
彦
左
衛
門
に
引
き
合
わ
さ
れ
ま
す
。

十
月
六
日

丙
申

申
刻
ゟ
夜
中
雨
降

一
御
石
灯
籠
台
之
紙
形
拾
四
枚
、
蜷
川
彦
左
衛
門
江

相
渡
、
御
城
ゟ
直
ニ
増
上
寺
江

参
、
御
普
請
場
江

見
廻
り
、
七
ツ
過
帰
。

十
月
八
日

戊
戌

晴

一
巳
刻
登
城
、
蜷
川
彦
左
へ
面
談
、
石
灯
籠
銘
書
之
事
申
談
。

十
月
六
日
、
鈴
木
修
理
は
そ
れ
ま
で
に
依
頼
の
あ
っ
た
大
名
の
「
御
石
灯
籠
之
書
付
」

よ
り
起
こ
し
た
「
紙
形
」
を
十
四
枚
蜷
川
彦
左
衛
門
に
渡
し
ま
す
。
八
日
に
も
修
理
は
蜷

川
彦
左
衛
門
と
面
談
し
、
燈
籠
銘
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
月
十
二
日

壬
寅

終
日
曇
、
夜
ニ
入
雨
降

一
蜷
川
彦
左
ゟ
御
灯
籠
銘
文
相
調
、
被
指
越
、
則
石
屋
半
四
郎
呼
寄
、
相
渡
ス
、
入

念
切
立
候
様
申
渡
ス
。

十
二
日
、
蜷
川
彦
左
衛
門
方
か
ら
出
来
上
が
っ
た
燈
籠
銘
文
が
運
ば
れ
て
き
た
の
で
、

石
屋
の
半
四
郎
を
呼
び
寄
せ
て
渡
し
入
念
に
刻
銘
す
る
様
に
申
し
付
け
て
い
ま
す
。

さ
て
蜷
川
彦
左
衛
門
で
す
。
『
柳
営
補
任
』
で
調
べ
て
み
ま
す
と
奥
御
右
筆
組
頭
に
次

の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。

元
禄
二
巳
十
二
月
十
六
日
御
右
筆
ヨ
リ

蜷
川
彦
左
衛
門

寶
永
三
戊
年
卒

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
家
譜
を
追
っ
て
い
き
ま
す
と
、
少
し
複
雑
で
す
。
元
禄
二
年

に
御
右
筆
か
ら
奥
御
右
筆
組
頭
に
な
っ
た
蜷
川
彦
左
衛
門
は
親
熈
（1629

～1701
)

で
、

親
熈

内
匠

彦
左
衞
門

青
蓮
院
宮
尊
純
法
親
皇(

)

の
門
に
い
り
、
入
木
道
を
傳
授
せ
ら
れ
、
書
を
善
す
る

ﾏ
ﾏ

に
よ
り
、
神
田
の
舘
に
め
さ
れ
て
常
憲
院
殿
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
右
筆
を
つ
と
む
。

延
寶
八
年
德
松
殿
西
城
に
い
ら
せ
た
ま
ふ
の
と
き
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
り
、
御
家
人
に

列
し
、
廩
米
二
百
五
十
俵
を
た
ま
ふ
。
天
和
元
年
八
月
二
十
二
日
奥
御
右
筆
と
な
り
、

十
二
月
二
十
六
日
五
十
俵
を
加
增
せ
ら
る
。
二
年
六
月
七
日
仰
に
よ
り
て
久
保
吉
右
衞

門
正
永
よ
り
曾
我
流
室
町
將
軍
家
の
書
札
法
式
下
馬
札
書
法
の
秘
事
を
つ
た
へ
う
く
。

こ
れ
親
熈
か
つ
て
正
永
が
門
弟
た
る
に
よ
り
て
な
り
。
三
年
七
月
二
十
五
日
武
家
諸
法

度
の
條
目
を
筆
せ
し
に
よ
り
、
時
服
三
領
を
賜
ふ
。
元
祿
元
年
十
二
月
十
一
日
百
俵
を

加
へ
ら
る
。
二
年
十
月
二
十
六
日
奥
御
右
筆
の
組
頭
に
す
ヽ
み
（
中
略
）
十
四
年
正
月

十
七
日
死
す
。
年
七
十
三
。

と
な
り
ま
す
。
元
禄
十
四
年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
宝
永
二
年
に
鈴
木
修
理
と

面
談
し
た
蜷
川
彦
左
衛
門
は
別
人
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
次
に
遺
跡
を
継
い
だ
蜷
川
彦

左
衛
門
親
英(1662

～1714
)

に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

親
英

又
太
郎

又
右
衞
門

彦
左
衞
門

母
は
三
右
衞
門
某
が
女
。

貞
享
四
年
十
月
二
十
八
日
表
御
右
筆
に
列
し
、
元
祿
六
年
九
月
十
日
仰
を
う
け
た
ま
は

り
て
寺
社
に
下
さ
る
御
朱
印
の
こ
と
を
つ
と
む
。
九
年
十
二
月
二
十
二
日
と
し
ご
ろ
怠

り
な
く
つ
と
め
し
に
よ
り
黄
金
三
枚
を
賜
ふ
。
十
四
年
七
月
九
日
遺
跡
を
繼
、
五
百
石

を
知
行
し
、
二
百
石
を
弟
兵
四
郎
親
和
に
わ
か
ち
あ
た
ふ
。
十
二
月
二
十
一
日
奥
御
右

筆
に
轉
じ
、
十
六
年
二
月
十
二
日
表
御
右
筆
の
組
頭
に
う
つ
る
。
寶
永
五
年
六
月
二
十

三
日
そ
の
つ
と
め
に
應
ぜ
ざ
る
に
よ
り
、
小
普
請
に
貶
さ
る
。
こ
の
月
仰
に
よ
り
て
傳

来
る
と
こ
ろ
の
書
法
の
書
籍
こ
と
〴
〵
く
官
に
収
む
。
こ
れ
よ
り
授
受
し
来
る
曽
我
流

の
書
法
断
絶
す
。
正
徳
四
年
七
月
二
十
二
日
死
す
。

親
英
は
元
禄
十
六
年
か
ら
宝
永
五
年
ま
で
若
年
寄
支
配
の
表
御
右
筆
の
組
頭
を
勤
め
て



い
ま
す
し
、
曽
我
流
の
書
札
礼
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
か
ら
、
稲
垣
對
馬
守
の
ご
用
を
受

け
て
銘
文
に
手
を
入
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
『
柳
営
補

任
』
に
は
錯
誤
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
親
熈
と
親
英
に
関
す
る
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
の
記
述
か
ら
、
蜷
川
彦
左
衛
門
親
子
が
曾
我
流
の
書
札
礼
の
伝
授
を
受
け
て

お
り
、
宝
永
五
年
の
親
英
の
不
始
末
に
よ
り
一
時
的
に
曾
我
流
の
書
札
礼
が
絶
え
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
宝
永
七
年
の
清
揚
院
、
正
徳
三
年
の
長
昌
院
の
燈
籠
銘
が
「
石

燈
臺
」
か
ら
「
石
燈
籠
」
に
変
わ
っ
た
の
も
、
こ
の
様
な
背
景
が
有
っ
た
物
と
思
わ
れ

ま
す
。

曽
我
流
の
書
札
礼
に
つ
い
て
は
小
宮
木
代
良
『
曽
我
流
書
札
礼
書
諸
本
と
「
書
札
方

式
」
に
つ
い
て
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
第
五
号
）
、
髙
木
昭
作
『
書
札
礼

と
右
筆
』
（
「
書
の
日
本
史
」
九

平
凡
社
）
に
詳
し
い
記
述
が
有
り
ま
す
。

話
を
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
清
揚
院
燈
籠
に
戻
し
ま
す
。

銘
文
は
銅
燈
籠
竿
部
の
模
様
を
避
け
な
が
ら
間
の
空
間
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
写
真

の
上
野
東
照
宮
の
尾
張
家
燈
籠
で
は
立
葵
の
意
匠
模
様
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
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奉
獻
銅
檠
兩
株

武
州
東
叡
山

東
照
宮
尊
前

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
将
軍
家
霊
廟
奉
獻
燈
籠
の
場
合
に
は
、
御
三
家
、
諸
大
名
を
問

わ
ず
ほ
ぼ
同
じ
字
配
り
を
し
て
い
ま
す
。

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
清
揚
院
燈
籠
で
は
、

奉
獻

清
揚
源
公
霊
前
前
庭

銅
燈
臺
一
樹

が
一
齣
に
小
さ
く
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
清
揚
源
公
霊
前
前
庭
」
と
い
う
記
銘
で
す

が
こ
の
記
銘
法
に
は
外
に
例
が
あ
り
ま
す
。

前
述
し
た
様
に
淳
信
院
廟
に
奉
献
さ
れ
た

水
戸
家
の
銅
燈
籠
に
は

奉
獻

淳
信
源
公
霊
廟
前
庭

銅
燈
臺
貳
樹

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
文
昭
院
廟
で
も
常
陸
下
館
藩
主
黒
田
豊
前
守
直
邦
が
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奉
獻

文
昭
院
殿
霊
廟
前
廷

銅
燈
籠
壱
基

と
刻
銘
し
た
銅
燈
籠
を
献
納
し
て
い
ま
す
。

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
清
揚
院
燈
籠
の
立
て
ら
れ
た
位
置
で
す
が
、
写
真
資
料
の
中
に

銅
燈
籠
が
写
っ
て
い
る
物
は
な
く
、
明
治
十
七
年
陸
軍
参
謀
本
部
作
成
の
五
千
分
の
一

測
量
図
の
中
に
記
号
と
し
て
描
か
れ
た
銅
燈
籠
が
拝
殿
前
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

推
測
が
で
き
る
だ
け
で
す
。

し
か
し
清
揚
院
廟
の
後
に
建
て
ら
れ
た
常
憲
院
廟
、
文
昭
院
廟
で
も
御
三
家
燈
籠
は

拝
殿
前
に
並
ん
で
い
ま
す
の
で
、
拝
殿
前
に
並
べ
ら
れ
た
燈
籠
の
一
つ
と
考
え
て
良
い

で
し
ょ
う
。

さ
て
以
上
で
今
回
新
た
に
海
外
か
ら
発
見
の
ご
報
告
の
あ
っ
た
銅
燈
籠
を
ご
紹
介
す

る
準
備
が
出
来
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
回
は
ミ
ラ
ノ
で
確
認
さ
れ
た
清
揚
院
銅
燈
籠
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
で
確
認
さ
れ
た
桂
昌
院
の
銅
燈
籠
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
こ
と

に
し
ま
す
。

（2017.11.25
)

「
書
札
礼
」
に
関
し
て
は
齋
藤
健
司
氏
に
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
『
書
禮
秘
傳
式
』
（
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
）
の
模
刻
図
は
筆
者
の
責
任
に
於
い

て
作
成
し
掲
載
し
ま
し
た
。


